らせん めちゃくちゃ 

は 綺麗な ん だけれ ど、 螺旋の 切 込み 方が 滅茶苦茶 だ 。 

どうして こんな ものが 出来た のかな あ」 

「どれどれ」 

と、 疳高い 声の 男が、 ぼく を 指先に つまみ あげて、 

眼の そばへ 持って いった。 熱い 息が、 下から ぼく を 吹 

き あげる。 

「なるほど、 これ はふし ぎな もくねじ だね。 たしかに 

出来 損いだ。 それにしても、 よく まあ こんな ものが 出 

せし ばん 

来た もんだ。 これ は あれ だよ。 旋盤の 中心が 何 かの 拍 

子に 狂った の だ。 だから こっちと こっちと が、 よけい 

に 深 く^られ ている。 これ じ やね じ 山 は 合って いても 



すっかり 希望 を 失った ぼく は、 機械 台の 上に いつま 

ふる なげ 

でも 震えながら、 歎き 悲しんで いた。 

つま 

そのうちに、 ぼく はとつ ぜんむ ずと 摘み あげられた- 

おどろ みは 

ぼく は愕 いた。 はっとして 目を瞠 ると、 知らない 若 

い 男の 指に 摘み あげられ ていた。 

その 若い 男 は、 もう 一 人の 男と、 しきりに あまりよ 

くないと ころの 話に 夢中に なって いた。 

「よせよ、 大きな こえ を 出すな い。 木 田さん に 聞かれ 

たら、 怒られる よ」 

「大丈夫 だい。 木 田さん は 呼ばれて 主任のと ころへ 



た。 

「おや、 これ はいけ ない ぞ！」 

ぼく は 気がついた。 たいへんな ことが 起り かけた。 

ぼくの 身体が、 穴から 抜けそう である。 

あんまり がんがん やる からい けない ので ある。 基礎 

す，？ ま I つ 

がちゃんと うまく 出来て いればよ いのに、 それが 寸法 

どおりい つてい ない もの だから、 ハン マ ー をがん がん 

ふるわなければ ならない の だ。 それ は 全くよ けいな 心 

配 を ぼくに かける。 いや 今と なって は、 単なる 心配で 

はない。 ハン マ— がガ— ンと 鳴る たびに、 ぼくの 身体 

は 穴から そろそろと 抜けて いくので あ つ た。 
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